
基準値 目標値 達成

年度 H30年 R元年 R2年 R3年 R4年 年度

- 905,138 893,110 554,345 542,463 集計中 -

- - - - -

基準値 目標値 達成

H20年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R10年度

0 3(15) 2(17) 1(18) 1(19) 3(22) (47)

- - - - -

基準値 目標値 達成

年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 年度

- 371,508 369,150 218,493 207,659 集計中 前年度比１%増

371,145 375,223 372,842 220,678 209,736

基準値 目標値 達成

S45年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 年度

651,265 676,267 667,549 680,412 671,354 集計中 前年度の水準を維持

679,000 676,000 667,000 680,000 671,354

基準値 目標値 達成

年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R7年度

- 18 19 20 20 20 22

- ｰ - - -

基準値 目標値 達成

年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R4年度

- 12 12 12 12 12 12

- - - 12

基準値 目標値 達成

年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R7年度

- 694万人 667万人 93万人 - 64万人 667万人

- - - - -

令和４年度実施施策に係る政策評価書
（環境省Ｒ４－２４）

施策名 目標５－５　自然とのふれあいの推進

施策の概要
豊かな自然とのふれあいや休養などの国民のニーズに応えるため、持続可能な自然資源の保全を図りつ
つ、安全で快適な自然とのふれあいの場の提供やふれあい活動をサポートする人材の育成を行う。

達成すべき目標
安全で快適な自然とのふれあいの場を提供しつつ、ふれあい活動をサポートする人材を育成することで、
エコツーリズムを推進し、自然とのふれあいの質の向上を図る。また、貴重な自然資源である温泉の保護
と適正な利用を図る。

施策の予算額・執行額等

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

予算の
状況
（百万
円）

当初予算（a） 10,423 8,346 8,308 8,450

補正予算（b） 9,152 5,444 集計中

繰越し等（c） ▲ 159 3,957 （※記入は任意）

合計（a＋b＋c） 19,416 17,747 （※記入は任意）

執行額（百万円）

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

生物多様性国家戦略2012-2020、観光ビジョン実現プログラム2019、骨太の方針2021、
成長戦略フォローアップ2021

測定指標

自然公園の年間利用者数
の推移（暦年　千人）

実績値

-

年度ごとの目標値

実績値

○

年度ごとの目標値

16,386 14,735 （※記入は任意）

年度ごとの目標値

 エコツーリズム推進法に
基づく全体構想認定数（括

弧内は累計）

実績値

-

年度ごとの目標値

 国立公園・国民公園年間
利用者数の推移（千人）

実績値

-

年度ごとの目標値

温泉の自噴湧出量（Ｌ/分）

実績値

国立公園訪日外国人利用
者数

実績値

-

年度ごとの目標値

-

年度ごとの目標値

国指定鳥獣保護区におけ
る保全事業実施計画数

実績値

○

 国立公園における自然再
生事業推進のための実施

計画数

別



施策の分析

【施策】
＜安全で快適な自然とのふれあいの場の提供・人材育成＞
・ポスト2020国際枠組み等の構築を見据え、生物多様性の主流化に向け、自然とのふれあいが更に重要
になると考えられることから、引き続き目標を推進する。

【測定指標】
＜自然公園の年間利用者数の推移＞
自然公園法に基づく自然公園全体で自然ふれあい活動の推進を行っていくために適切な指標であり、次
年度も継続して設定する。

＜エコツーリズム推進法の規定に基づく全体構想の認定数＞
・エコツーリズム推進全体構想について、令和10年度に全体構想認定数が1以上ある都道府県数が47にな
ることを目標として、毎年４～５件認定することを次年度以降の目標とする。

＜ 国立公園・国民公園年間利用者数の推移＞
利用者数の推移を測定し各施策による利用者数の増加を把握するため、国立公園の利用者数は測定指
標１に統合し、次年度以降は国民公園等の利用者数のみを測定指標４として設定する。

＜温泉の自噴湧出量＞
・温泉の自噴湧出量が前年度水準を維持していることをもって、温泉法の適正な運用により温泉資源が保
護されていることを定量的に確認できることから、引き続き温泉の自噴湧出量の維持を目標とする。
　
＜ 国立公園における自然再生事業推進のための実施計画数＞
自然とのふれあいの推進を直接的に評価する指標ではなく、当該指標の実績向上に直結する事業が存在
しないため、施策目標の測定指標としては不適と判断し削除する。

＜国指定鳥獣保護区における保全事業実施計画数＞
指定後の環境変化等により鳥獣の生息環境の悪化がみられ、保全事業が必要となった国指定鳥獣保護
区数を測定指標として設定しており、保全が必要な鳥獣の生息環境の悪化を把握する指標として、一定の
合理性があることから、引き続き測定指標として用いる。一方、事業の採択は実施体制にも左右されること
から、より適切に状況を把握できる指標について今後検討したい。

＜国立公園訪日外国人利用者数＞
インバウンドの回復を受けて、新型コロナウイルスによる影響を受ける前の数値を目標として、段階的な回
復を目指す。

（判断根拠）

測定指標のうち、国立公園の利用者数について、令和３年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響からか、令和元年度に比べ６割弱に減少した。エコツーリズ
ム推進法に基づく全体構想については、令和４年度は新たに３件の認定を行
い、毎年着実に件数を増やしており、現在も認定に向けて複数案件が調整進
展中である。また、訪日外国人国立公園利用者数については、インバウンド再
開を受けて、令和４年下半期より調査を再開したところ。
測定指標のうち、温泉の自噴湧出量については、令和4年度は集計中だが、令
和3年度はおおむね前年度の水準を維持している。

学識経験を有する者の知
見の活用

国立公園満喫プロジェクト有識者会議において、国立公園の利用者数や取組内容について報告するととも
に、出された意見を施策に反映している。

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

自然公園等利用者数調

評
価
結
果

目標達成度合いの
測定結果

（各行政機関共通区分） 相当程度進展あり

＜安全で快適な自然とのふれあいの場の提供・人材育成＞
・自然公園等の利用者数の推移は、横ばいないし増加が見られており、令和２年度及び令和３年度は新型
コロナウイルス感染症拡大の影響を受け大幅に減少したものの、ワーケーション等の取組を含めて今後の
回復を見込んでおり、目標に向けた施策の方向性は妥当である。一方で、ポスト・コロナを見据えて、今か
ら準備を進めておく必要がある。
・エコツーリズム推進全体構想の認定は、着実に認定数を積み上げるとともに、新たな認定に向けた調整
も進んでおり、施策の方向性は妥当であると考えられ、今後更なる取組の推進が必要である。

次期目標等への
反映の方向性

担当部局名

自然環境局
国立公園課
国立公園利用推進
室
自然環境整備課

作成責任者名

番匠克二（国立公
園課長）
水谷努（国立公園
利用推進室長）
萩原辰男（自然環
境整備課長）

政策評価実施時期 令和5年8月


